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１．研究計画の概要 
  本研究は、文化人類学や政治思想史、知識
社会学などの研究手法を用いて、ディスコー
スとプラクティスの両方から、中国社会主義
革命の実践における中国的全体主義の特徴、
特にその社会統合の仕組みを究明するもの
である。 
  
２．研究の進捗状況 
大衆を動員するうえ全国範囲で行われた
政治運動において反革命の勢力として排除
された知識人と、民衆の手本として樹立され
た模範人物の両方に対して、分析を行ってき
た。関連する先行研究の検討、現地での資料
収集、関連する人物の聞き取り調査などを主
な研究方法としてきた。 
 
３．現在までの達成度 
  ②おおむね順調に進んでいる 
だいたい計画通りに進んできた。 
上記２のような研究活動を通して、社会主
義イデオロギーや政治運動における革命と
反革命、社会主義と資本主義、プロレタリア
とブルジョア、前進と後退、赤と黒など絶対
的に対立する二元論の世界観、批判大会、壁
新聞などの大衆動員の仕方、社会主義の公と
いう名目のもとでの独立する個人に対する
極端な排除など、中国的全体主義の仕組みを
およそ把握した。 
  
４．今後の研究の推進方策 
 研究計画の方向に沿って、下記の課題をめ
ぐってさらに研究を深めていく。 
(1) 「反胡風反革命集団」運動と反右派運動
を引き続き分析し、そこに現れているプ

ロレタリア独裁、階級闘争史観及び政治
権力の膨張を分析する。 

(2) 知識人の中国社会理解及びその社会認識
論と共産党政権のそれとの差異を分析し、
政治権力の政治的他者に対する批判と排
除の手段を提示する。 

(3) 社会主義イデオロギーによる、農民、労
働者、兵士及び青年学生に対する政治的
浄化と、政治権力の彼らに対する徹底し
た、マルクス主義の唯物史観や階級闘争
理論と中国社会に関する解釈、共産主義
人生観などを内容とする政治教育を分析
し、「人民」の一分子としての個人の地位
と内面を理解する。 
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